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利用にあたって 

 
１．作成の経緯 

「高齢者の安全な薬物療法ガイドライン 2015」が作成されて以降、高齢者の薬物療法に

関する研究および診療などに利用されるようになった。なかでも「特に慎重な投与を要する

薬物のリスト」は、注意喚起や処方薬の見直しなどに利用されることも多い。 
 しかしながら、「特に慎重な投与を要する薬物のリスト」には薬物の一般名にしても、す

べて列挙されているわけではなく、利用者によって該当薬の選択が異なる事例もみられた。

また、具体的にどの薬剤がリストに該当するのか明確にしてほしいという要望等も寄せら

れた。そこで、下記の研究班および研究協力者により、上梓されている薬剤で該当するもの

をすべて選択し、さらに電子的利用が可能なようにコード（薬価基準収載医薬品コードと国

際的な ATC コード）を付す作業を行った。最終的に、日本老年医学会ならびに日本老年薬

学会の承認を経て、それぞれの学会ホームページに公開することとなった。 
 
２．利用方法 

 本一覧はエクセルで作成されており、研究者、薬局、保険者等による電子的な利用を念頭

に作成された。その他、高齢者の服用薬が「特に慎重な投与を要する薬物のリスト」に該当

するかどうか個々に確認したい場合に、マニュアルで照合することにも利用できる。 
 
３．利用上の注意 

 本一覧下段および「特に慎重な投与を要する薬物のリスト」に記載されているリストの＜

使い方＞に従い、特に一般の方が目にしても自己中断をしないように十分な指導を行う点

などに留意して利用いただきたい。 
 また、本一覧上段にある＜利用上の留意点＞にも注意いただきたい。2017 年 2 月時点に

薬価収載されている医薬品を対象としており、参照いただいた時点で発売中止になってい

る可能性もある。そのような点を含めて、要修正箇所をみつけられたら、是非とも日本老年

医学会あるいは日本老年薬学会事務局へ連絡いただきたい。皆様のご意見もいただきなが

ら適宜アップデートしていく予定である。 
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